
令和５年度

本巣市交通安全重点推進施策

本巣市交通安全対策協議会
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１．市内の交通事故等の現状と傾向

（１）交通事故等の現況

令和４年中の本市における交通事故発生状況は、人身事故件数が 56件、負傷者数が 71人、死
者数が 1人でした。前年と比較して、人身事故件数は 14件、負傷者数は 20人減少し、死者数は
1人減少しました。しかし、物損事故等の事故件数は近年増加傾向であり、これらの事故が重大
事故につながる恐れがあります。

また、人身事故を起こした第一当事者の人口千人当たりの事故加害者率を居住市町村別に見る

と、本市は 1.24と前年から 0.58減少しています。しかし、交通社会に参加する市民一人ひとり
の交通安全に関する意識を高める交通安全対策が引き続き求められます。

こうした現状を踏まえ、本巣市交通安全対策協議会では、市民に対する交通安全意識の高揚に

向けた啓発活動を推進する必要があります。今後、新型コロナウイルス感染症の 5類感染症への
以降による人の流れの増加や、（仮称）糸貫インターチェンジが開通することによる交通量の増

加など、交通事故の増加が危惧されることから、交通量の多い幹線道路や交差点の改良整備など

を実施するとともに、警察や県、関係団体などと連携して、横断歩道や信号などの交通安全施設

の整備を進めます。

資料：交通事故年報（岐阜県警察本部）

市民が加害者となった交通事故

資料：交通事故年報（岐阜県警察本部）

H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R01 R02 R03 R04
負傷者数 319 290 246 189 170 128 115 70 91 71
人身事故件数 215 214 170 133 117 95 87 52 70 56
物損事故件数 1,256 1,022 1,252 1,249 1,344 1,329 1,149 1,182 1,278
事故件数（全体） 1,470 1,192 1,385 1,366 1,439 1,416 1,201 1,252 1,334
交通事故死者数 3 2 3 6 1 1 3 0 2 1
高齢者の死者数 2 2 3 6 1 0 3 0 0 0
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Ｒ２年 Ｒ３年 Ｒ４年

加害運転者数（人） ４４ ５９ ４０

人口（人） ３２，７１３ ３２，４９３ ３２，３２９

人口千人当たりの事故加害率（県内ワースト順位） １．３５（１６） １．８２（１） １．２４（１９）



- 2 -

（２）交通事故の傾向

(ア) 高齢者を取り巻く交通環境

高齢社会の進行に伴い、運転免許を保有する高齢者が増加し、高齢者が関与する事故はます

ます増加するものと見込まれます。全体として交通事故件数は減少傾向であるものの、高齢者

が交通事故に関与する割合が近年増加傾向にあります。

高齢者が交通事故の被害者にも加害者にもならないよう、高齢者の特性を踏まえた対策を

講じる必要があります。

資料：交通事故年報（岐阜県警察本部）

市内の交通事故 被害者数

資料：交通事故年報（岐阜県警察本部）
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(ウ) 子どもを取り巻く交通環境

車社会の中、子ども（中学生以下）の交通事故による負傷者数の多くは、一般的に自動車乗

車中の事故である傾向が高いです。こういった事故を未然に防ぐため、交通安全意識の高揚を

図る交通安全教室の実施や、通学路の危険個所点検などといった対策を講じる必要がありま

す。

資料：交通事故年報（岐阜県警察本部）

Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 R元年 R2年 R3年 R4年
負傷者数 24 30 15 14 13 9 9 5 3 0
うち歩行者数 1 7 0 1 1 1 0 0 1 0
うち自転車数 3 7 2 4 3 0 1 0 2 0
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(エ) 自転車を取り巻く交通環境

自転車は、誰もが手軽に使える身近な交通手段として、また環境負荷が少ないことや健康志

向などから利用者が増加しています。

岐阜県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例では、自転車損害賠償責任保険等へ

の加入を義務、乗車用ヘルメットの着用を努力義務としており、また、改正道路交通法におい

ても、令和５年４月から、全ての自転車利用者に対するヘルメットの着用努力義務が施行され

ています。このような状況を踏まえ、自転車の安全運転について教育・指導を行い、自転車利

用者の安全意識の高揚を図る必要があります。

資料：交通事故年報（岐阜県警察本部）

Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 R元年 R2年 R3年 R4年
65歳以上 3 5 5 5 1 3 8 1 0 1
50～64歳 1 1 3 1 1 0 0 1 0 0
40～49歳 0 3 2 1 1 2 0 0 0 0
30～39歳 1 0 1 0 0 2 1 1 0 1
20～29歳 3 1 2 2 2 0 1 1 1 1
15～19歳（高校生含む） 13 6 10 4 4 0 3 4 5 0
中学生 3 2 2 1 2 0 1 0 1 0
小学生以下 0 5 0 3 1 0 0 0 0 0
合計 24 23 25 17 12 7 14 8 7 3
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２．重点推進事項

令和５年度においては、次の事項に重点を置き、具体的な交通安全施策を推進します。

３．重点推進事項の具体的な取組み

具体的に推進する施策の内容は次のとおりとし、関係機関・団体が相互に連携を図りながら、

地域・学校・職場等それぞれの分野で、その実情に応じて積極的な活動を展開し、市民一人ひと

りの交通安全モラルの向上に努めます。

1. 高齢者の交通事故防止

2. 子どもの交通事故防止

【令和５年度重点推進事項】

１．高齢者の交通事故防止

２．子どもの交通事故防止

３．自転車の安全利用の推進

推進事項 推進内容

交通安全意識の啓発 〇家庭をはじめ、老人クラブなど地域におけるコミュニティ活動の場など、家

庭・地域ぐるみで話し合いを通じて交通安全意識の高揚を図る。

〇高齢者への「思いやり運転」を心がけた安全運転を推進する。

〇警察署や交通指導員等による「交通安全教室」で、高齢者の交通ルール等の理

解を促進し、高齢者が交通事故の被害者及び加害者とならないよう努める。

〇自治会や老人クラブ等は、集会時などに「交通安全教室」を開催するよう努め

る。

高齢運転者対策の推進 〇高齢者の運転免許更新制度の周知徹底を図る。

〇身体機能の衰えを自覚する高齢者やその家族に、運転免許証の自主返納制度に

ついて周知する。

○高齢運転者の事故防止対策の推進

推進事項 推進内容

交通安全意識の啓発 〇警察署や交通指導員等による「交通安全教室」で、歩行者・自転車運転者とし

て必要な知識と技能を習得させて、安全行動の自発性を養い、危険を予測・回

避する意識と能力を高める。

〇シートベルトとチャイルドシートの全席着用の徹底を啓発する。

〇通学路において街頭指導を実施し、子どもの交通ルールの遵守、交通マナーの

向上のための指導に努める。

学校等における交通安

全

〇心身の発達に応じた交通安全教育を計画的に実施する。

〇教育委員会は、通学路の危険個所を把握し道路管理者等と協力のうえ、危険個

所の改善を行う。
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3. 自転車の安全利用の推進

【自転車の安全利用五則】

１.車道が原則、左側を通行、歩道は例外、歩行者を優先

２.交差点では信号と一時停止を守って、安全確認

３.夜間はライトを点灯

４.飲酒運転は禁止

５.ヘルメットを着用

推進事項 推進内容

自転車の安全利

用の推進

○自転車を運転する全ての人がヘルメットをかぶることに努めなければならないこと

を周知し、定着させる。

〇学校における交通安全教育を推進し、自転車は道路交通法上の車両であり、車両とし

てのルールを遵守するとともに交通マナーを実践しなければならないことを児童、生

徒に理解・定着させる。

〇自転車安全利用五則を活用し、歩行者やほかの車両に配慮した通行等自転車の正しい

乗り方に関する普及啓発を図る。

〇傘さしやスマートフォン使用等「ながら運転」の危険性及び危険な違反行為を繰り返

す自転車運転者に対する「自転車運転者講習制度」の周知を図る。

損害賠償保険等

への加入促進

〇自転車が加害者となる高額賠償事故が発生していることから、被害者の救済等を目的

とした損害賠償責任保険等の加入を促進する。
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4. 本巣市の主要事業計画

事業名 内容 実施時期 主催

本巣市交通安全対策

協議会

令和５年度本巣市交通安全重点推進施策について審議及

び決定。

7月 市

本巣市交通安全大会 交通安全対策の推進「人にやさしい交通社会の実現」の

啓発及び講演等を実施。

7月 14日 安協、安

管、市

四季の交通安全運動

・職員による街頭立哨

・防災無線による啓発

・電光掲示板による啓発

春の全国交通安全運動 5/11～20 県 内 的

に実施夏の交通安全県民運動 7/11～20
秋の全国交通安全運動 9/21～30
年末の交通安全県民運動 12/11～20

通学路改善 通学路危険個所の改善要望の対策案を検討する。 7～12月 市

公安委員会への要望 交通安全施設の設置要望 5月、9月、
1月

市

信号機の設置要望 10月
交通法令講習会 本巣地区交通安全協会本巣支部と共催し、交通安全に功

労のあった方の表彰及び交通安全啓発のための講演等を

実施。

9月~10月 安協、安

管、市

高
齢
者
対
策

交通安全教室 市内の団体等を対象に「交通ルールとマナー」を分かり

やすく理解していただくための交通安全教室を積極的に

実施。

随時 安協、市

高齢者世帯訪

問事業

高齢者宅を訪問し、反射材等を配布し、交通安全意識の

高揚を図る。

9～11月 市

高齢者タクシ

ー利用助成事

業

市内在住の７５歳以上の高齢者で、運転免許証を自主返

納された方にタクシー利用費の一部を助成。

随時 市

子
ど
も
対
策

交通安全教室 幼児園、小中学校にて子供の心身の発達段階に応じた交

通教室を実施。

随時 安協、市

参加・体験・実

践型の交通安

全教育

幼児と保護者を対象に、シートベルト着用効果体験車を

活用した交通安全教育を実施。

随時 安協、市
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5. 交通安全協会が実施するキャンペーン

事業名 内容 実施時期 主催

自
転
車
対
策

小中学生への

交通安全教育

小中学校において、子どもの心身の発達段階に応じた自

転車交通安全教育を実施するとともに、自転車保険の加

入の必要性について啓発する。

随時 市

小中学生用ヘ

ルメット購入

事業

市内小中学生１年生用のヘルメットを交付し、自転車の

安全利用意識の高揚を図る。

3月 市

そ
の
他

交通安全施設

の新設・修繕

自治会の要望に基づき、交通安全施設の新設を実施し、

既設の施設については随時修繕等の管理を適切に行う。

随時 市

河川安全啓発 根尾川における、バーベキュー等での飲酒運転を防止す

るため、川原を中心に「飲酒運転根絶」の啓発を実施。

8月 市

事業名 内容 実施時期

四季の交通安全運動

街頭立哨

春の全国交通安全運動 5/11～20
夏の交通安全県民運動 7/11～20
秋の全国交通安全運動 9/21～30
年末の交通安全県民運動 12/11～20

県民交通安全の日に

係る街頭立哨

市内主要交差点において、街頭立哨を行いドライバーに安全運転

啓発を実施。

四季の交通安全

運動期間以外の

月の毎月 15日

各地域イベント時に

交通安全啓発ブース

の出展

各地域のイベント時に、交通安全啓発ブースを出展し市民の交通

安全意識の高揚を図る。

随時
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6． 県が実施する主な交通安全キャンペーン

（１） 四季の交通安全運動

（２） 交通安全月間

（３） 日を定めて行う活動

（４） 表彰

運 動 名 実 施 期 間

春の全国交通安全運動 令和５年 ５月１１日（木）～令和５年 ５月２０日（土）

夏の交通安全県民運動 令和５年 ７月１１日（火）～令和５年 ７月２０日（木）

秋の全国交通安全運動 令和５年 ９月２１日（木）～令和５年 ９月３０日（土）

年末の交通安全県民運動 令和５年１２月１１日（月）～令和５年１２月２０日（水）

名 称 期 間

自転車の安全利用推進月間 ５月

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間 ６月・１０月

名 称 期 日

県民交通安全の日

＊11月 15日（水）は、夕暮れ時の
県内一斉街頭啓発活動日

４月１７日（月）、 ５月１１日（木）

６月１５日（木）、 ７月１１日（火）

９月２１日（木）、１０月１６日（月）

１１月１５日（水）、１２月１１日（月）

１月１５日（月）、 ２月１５日（木）

３月１５日（金）

交通事故死ゼロを目指す日

（国の交通対策本部が決定する運動方針に基づき実施）

５月２０日（土）

９月３０日（土）

種 別 実 施 時 期

交通安全功労者表彰 令和５年５月１１日（木）

【交通安全県民大会】

優良運転者表彰 秋の全国交通安全運動期間中


